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研究成果の概要（和文）：　本研究は，サハラ砂漠以南アフリカの広い地域に分布する大言語群バントゥ諸語を
対象として，その構造的な多様性を類型的に明らかにするとともに，国際共同研究によって構築したデータベー
スや現地調査によって得られた一次データを基に，類型間の相関関係や連動関係に関する分析を行った．とく
に，バントゥ諸語の統語構造に決定的な影響を与える情報上の焦点の表示と，それに関連する文法現象との間の
相関関係について，バントゥ諸語全体をスコープに含む類型論的な全体像を提示した．こういった研究成果は国
際共著論文，また国際学会における研究発表の形で国際的な研究者コミュニティーに向けて発信されている．

研究成果の概要（英文）：This study aims to reveal morphosyntactic diversity of the Bantu languages, 
the largest phylogenetic linguistic branch in the Niger-Congo phylum with about 500 languages spread
 vastly in Sub-Saharan Africa, from an intra-genetic typological perspective. Based on a large-scale
 database on morphosyntactic variation of Bantu languages created through collaboration with 
international research communities, as well as on the original descriptive data collected through 
fieldwork, this project has investigated to expand our knowledge on correlation and co-variation 
between fine-grained parameters that typologise a wide range of structural variation observed in 
Bantu languages, especially those relevant to focus marking strategies and various related features.
 The findings from this project have been published in several international publications and 
presentations.

研究分野：言語学

キーワード： バントゥ諸語　系統内類型論　形態統語論　類型間連動関係

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究による研究成果は，アフリカ大陸で話される言語のおよそ1/4を占めるバントゥ諸語にみられる構造的な
多様性と，その多様性が生み出されるプロセスを説明する原理の理解に寄与することを目的としている．現在の
バントゥ諸語研究の国際的な関心事であるこの問題に対して，本研究は国際共同研究をとおした，またフィール
ド調査による一次資料にもとづく実証的な貢献としての学術的意義を有する．またこのような形での知見の更新
は，一般社会における言語多様性に関する現代的問題への関心に応答するという意味での社会的意義を有する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 人間言語の構造的多様性と，それを基盤として一般化される普遍的原理を探究する言語

類型論は，系統関係を超えた世界の言語全体を射程に入れたマクロな類型論 (macro-

typology, large-sample typology) 研究によって，20世紀後半以降現在にいたるまで大きな

進展を遂げてきた．一方，マクロな類型論が有する方法論的限界 —— すなわちサンプルの

代表性 (representativeness) の問題と，分析対象とするパラメターの精密さ (granularity) 

の問題 —— を補完すべく，より詳細な類型論的バリエーションの記述と一般化を目指す

ミクロな類型論としての系統内類型論 (intra-genetic typology) および領域類型論 (areal 

typology) は，比較的近年に発達してきた研究手法といってよい (Daniel 2011: 62–63)． 

 このようなミクロな類型論のバントゥ諸語への最初の適用はMarten et al. (2007) に遡

る．同論文は動詞構造内での目的語標示や関係節構造など，ごく限られた 19のパラメター

を用いたミクロ類型論のバントゥ諸語への適用の最初の試みであったが，その後，同論文の

筆頭著者である Lutz Marten 教授 (ロンドン大学 SOAS) をリーダーとする国際研究プロ

ジェクト ‘Morphosyntactic variation in Bantu: Typology, contact and change’ (2015–

2018) が立ち上げられ，その成果として 142のパラメターセット (Guérois et al. 2017) と，

それに基づく 100 以上のサンプル言語から抽出したパラメター値のデータベース ‘Bantu 

Morphosyntactic Variation 

Database’ (BMVD; Marten et al. 

2018) が構築された (図 1)．ただ，

同プロジェクトはパラメター間の

連動関係の分析は研究の直接的な

射程に含んでおらず，研究開始当

初においては，本研究課題が主要

なテーマとするパラメター間の連

動関係に関する包括的な分析は手

付かずの状態にあった． 

 

２．研究の目的 

 このような状況を踏まえ，本研究課題は BMVD を研究資源として活用しつつ，さらに

現地調査による一次資料を反映する形

で，バントゥ諸語の形態統語論レベルで

の類型的多様性を明らかにし，そのうえ

でそういった構造的な多様性を説明する

質的な原理に関する新たな知見を提示す

ることを目的とした． 

 

３．研究の方法 

 具体的な研究方法は次のとおりである．まず上述の BMVD に対して，142 の項目から

なる形態統語論的素性に関するパラメター間の相関関係を計算することで，素性間の含意

的な普遍傾向を析出する．例えば，表 1に示すように，情報構造上の焦点 (focus) を表示す

表 1: 否定不変化詞と焦点表示の連動 

  
NEG particle   
no yes 

CJ/DJ if P074=yes (25) 0.938 0.063 
CJ/DJ if P074=no (34) 0.533 0.167 
MFM if P140=yes (15) 0.533 0.267 
MFM if P140=no (20) 0.800 0.050 

図 1: BMVD (Marten et al. 2018) のデータ表示例 



るストラテジーとして，離接形／共接形 (Disjoint: DJ/ Conjoint: CJ) と呼ばれる屈折パラ

ダイムの存在 (P074: CJ/DJ) は否定不変化詞 (NEG particle) の不在と有意な連関が認め

られるのに対し，焦点表示のための形態論的マーカー (Morphological Focus Marker: 

MFM) の存在 (P140: MFM) は否定不変化詞の存在を予測するといった，パラメター間の

連動関係によって示唆される含意的な法則性の一般傾向を把握する．こうしてさまざまな

類型的なマイクロバリエーションのなかでも何らかの法則性が量的に予測される現象に関

して，関与する他のパラメターとの関係や，関連する具体的な言語事実を検証することで，

連動関係を説明する類型的原理の解明に迫る． 

 

４．研究成果 

 本研究課題が主たる対象としたのは，上に示した焦点表示にまつわるパラメターと，関

連する他のパラメターとの間の連動関係である．それに関する代表的な成果は，日本言語学

会の学会誌『言語研究』に共同研究者である Lutz Marten 教授との共著で発表した論文 

“Micro-typological Covariation of Negation and Focus Marking Morphology in Bantu 

languages”が挙げられる (Shinagawa & Marten 2021a)．一方で，BMVDを資源とした

パラメター連動による通バントゥ類型論という方法論そのものに関する研究成果として，

10th World Congress of African Linguisticsにおいて，同じくMarten教授との共同で “A 

micro-parametric survey on typological covariation related to focus marking strategies: 

based on the Bantu Morphosyntactic Variation database”と題した研究発表を行った 

(Shinagawa & Marten 2021b)．これは，「バントゥ諸語の普遍性とバリエーション (Bantu 

Universal and Variation)」と題されたテーマ・セッションの招待発表として行われたもの

であり，その内容を論文化した原稿は，Linguistique et Langues Africaines誌の特集号に

掲載が決まっている (Shinagawa & Marten, To appear)． 
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